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旧 的］子宮体癌の 傍大動脈 リ ン パ 節（PAN ）転移を

規 定す る病理組織学的因子 を明 らか に し，予 後推

定の ため の PAN 郭 清 の 意義に つ い て 検討する ．

［方法］骨盤 リ ン パ 節（PLN ）お よ びPAN 郭清を含む

根 治手術 を施行 した了
一宮体癌 187例 に つ い て ，PAN

転 移 と臨床進行期（FIGO ，1983），組織型，組織分化

度，核異型度，脈管侵襲，筋層浸潤 ， 頚 部浸 潤 ，

付 属器転移，PLN 転移な らび に 予後との 関連性 につ

い て検討 した．

［成績］PAN 転移は8．6％〔PAN ＋PLN 転移 ：75 ％，単

独 PAN 転移：1．1％ ）に 認め られ ，閉鎖節の 次に転移頻

度が 高か っ た ．臨床進行期 別 の PAN 転移率 は 1期

4，6％，II期 】6．3％
，
　 III期 33 ．3％ で あ り，II期 が1期

（pく0．05）よ りも，HI期が1期（p＜0．05）よ りも有意に高

か っ た．PAN 転 移は組織型（内膜型腺癌 または腺棘

細胞癌 の 群 とそ れ以外 の 群）（pく0 ．Ol ）， 脈 管侵 襲

（p＜0．001 ），　宵芳層諺乏｛閏（p〈0．05），　1頁吝区訪震と潤 〔p〈0，001），

PLN 転 移陽性（p〈 0．OOOI）とそれぞ れ有意に 関連を認

め た が ，多 変 量 解 析 で は 脈 管侵 襲 と の み 有意

（p＜ o．05＞の 関連性が示 された ．PAN の 転移部 位は Ji
’

側性 で 下腸 間膜動脈 の 上部 に 多 く， しか しPAN 転

移 とPLN 転移 の 片側 性 ・
両側性別，部位数，総腸骨

節転移の 有無 との 関連性は認め られ なか っ た．累

積生存率の 検定 で は PAN ＋PLN 転移群 は，　 PLN の み

の 転移群 よ りも有意（p＜0．01）に P後不 良で あ っ た．

匚結論］了
・宮体癌の PAN 転移は頻度が高 く，PLN 転

移か ら の 二 次的な転移 の み で は な く ， 独立 し て 発

生す る こ と，すな わ ち脈管侵襲が ギ要 なそ の 因子

で ある こ とが解 明 され た ．PAN 転移とPLN 転移の 確

認は 予後を推 定す る L で 極 め て 有用で あ る こ とを

明らか に しえた ，

　【目的】子宮体癌 の骨盤 リ ンパ 節（PIN ）・傍 大動

脈 リンパ 節 （PAN ）転移 に つ い て 臨床 病理学的 に解

析 し た．　 【方法】1980 年 1月か ら 1995 年 9 月 ま

で に 当科 で 取 り扱 っ た 子宮体癌101 例 の うち ，

PLN 廓清 およびPAN 廓清また は生 検を施行 した

54例 を対象と し，臨床進行期 別 ・組織型別 の

PLN ・PAN 転移 頻度 ，な らび に これ らリ ン パ 節転

移 を 起 こ す危 険 因 子 を 検討 し ，さらに こ れ ら リン

パ 節 転移 の 有 無 に よ る 予後 の 違 い を 調 べ た ．【成

績】 1）臨床 進行 期 1期 で は PLN 転移 率 とPAN 転

移率 が と も に 12 ．1％ （4／33 ），H 期 で は PLN 転移率

と PAN 転移 率が とも に 30．8％（4／13）で あ り，また

皿期 で はPLN 転移率は 50％（4／S），PAN 転移率は

37．5％（3／8）で あ っ た ．2）PLN 転移 陽性 12 例中で

は 7例 （58．3％）で RへN 転移 を認 め，一方 PLN 転移陰

性 42 例中で は 4例（9．5％）で PAN 転移 を認 めた。

3）PLN 転移部位 ある い は PLN 転移 部位 数 と PAN

転移 と の 間 に 関連 は認め られな か っ た．4）病理 組

織型全体 とし て は PLN ，　PAN 転移 頻度 に有意な 関

連は 認 め られ なか っ た ，し か し G3 型腺癌 で は G1

型腺癌 に 比べ PAN 転移が有 意 に 高率 で あ っ た ．5）

筋層浸潤 1／2以 上 ，脈管侵襲陽性，LDH5 高 値 の 各

因子が有意に PLN ・PAN 転移 の 陽性率 と相関 し

た ．6）リン パ 節転移陰性群の 5生率 は89．9％ で あ

っ た が ，リン パ節転移 陽性群 の 5生率 は60．0％ で ，

後者 で 有 意に予後不良で あ っ た （p ＜0 ．005）．7）さ

ら に ，PAN 転 移 陽性群 と PLN の み 陽性群で 5生率

を比 較す る と，前者 で 44 ．4 ％，後者 で 80．O％で あ り，

前者 で有 意に予後 不良 で あ っ た（p 〈OD5 ）．　 【結

論】子宮 体癌 で は ，PLN 廓清 と と も に RへN 廓清が

必須 で あ る こ とが 示 され ，PAN 転移 の 有無 の 検索

は予 後判定 に 重要 で あ る こ と が示唆 され た．
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